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看護教育に携帯電話を活用した参画支援ソフトウェア

“ECILS"に よるeラ ニングの試案
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概  要

柳瀬

看護教育において,株式会社エネックスが開発した携帯電話を利用した参画支援

ソフトウェア “ECILS"を 活用するシステムを試案した。 “ECILS"の 機

能は①リアルタイムアンケート集計,②メッセージコミュニケーション,③出席管

理,④簡易理解度測定 (小 テスト),⑤課題提出,⑥連絡網,⑦メッセージ検索で

ある。

“ECILS"を うまく活用することで,学生の学習意欲の向上が期待でき,参

画力が身に付くことが推察される。携帯電話による利便性から情報管理や情報活用

の広がりがあり,教員の授業支援と教育力向上に寄与するシステムでもある。
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I。 は じ め に

我が国は, IT基盤を活かした社会経済シス

テムの積極的な変革のため2001年「e‐iap錮戦略」,

2003年 「呵apan戦略Ⅱ」で先導的取り組みを推

し進めた。現在は、2010年に「ユビキタス社会」

の実現を目指す「ユビキタスネット・ジャパン」

政策へと進んでいる (総務省,2006)。 「平成18

年通信利用動向調査報告書」によると,携帯電

話・PHSを保有する世帯の割合は86.8%で ,

携帯電話の利用率は20～ 29歳 が最も高く95.4%

である (総務省,2007)。 また,我 々の教育対

象である学生においては,ほぼ全員が携帯電話

を保有している現状にある。また,学生への連

絡は学内に設備されているパソコンのメールに

比べて携帯メールの方が早く確実に応答がある

ことを日々感じている。

我々は看護教育において講義 (石橋,2006)

(梶谷,2006)(松本,2006)や 実習 (石橋 ,

2006),授 業評価 (吾郷,2006)で ラベルワー

クを用いて参画型看護教育を試みてきた。紙ラ

ベルを用いているため,手書き文字の読みにく

さ,ラ ベルの管理,情報 (学び)の共有,デー

タ化 した情報の後利用などには限界があり,多

くの課題がある。ラベルワークにより参画型看

護教育 として効果を示すには,手書 きラベルを

コンピュータに入力することが必要である。そ

のためには,労力と時間を要 し,学びをタイム

リーに還元できないもどかしさがある。

また,高等教育における法人化や少子化の影

響など急速な環境変化の中で,大学の生き残 り

をはかる有力な手段 として eラ ーニングが注目

されている (日 本イーラーニングコンソシアム
,

2006)。 最近では携帯電話に代表 される携帯端

末の技術革新と普及により,学習に利用される

機会 も増え, cラ ーニングの一形態 としてモバ

イルラーニングなどと呼ばれている (日 本イー

ラーニングコンソシアム・2006)。 また,携帯

電話やPHSな どのモバイル端末からのインター

ネッ ト利用者数がパーソナルコンピュータから

のインターネット利用者数を上回り,2005年末

時点の調査で逆転 した (総務省,2006)。

今回我々は,株式会社エネックスが開発 した

携帯電話を利用 した参画支援ソフ トウェア “E

CILS"を 活用 し,モバイルラーニングの看

羊
株式会社エネックス
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管理サーパ■

護教育システムを試案 したので報告する。

Ⅱ.システムの概要

携帯電話を利用した看護教育システムの概要

を図 1に示した。このシステムは,学生が携帯

インターネットから,教員がパソコンからのイ

ンターネットで “ECILS"に アクセスして

運用する。学生は教員の指示に従い授業中や授

業以外の場所から,いつでも何処からでもアク

セスできる。また,携帯電話の通話料に配慮し
,

｀
考/´

～
、tOィ

図 1携帯電話を利用した看護教育システム

メッセージやアンケー トなど極力小 さなデータ

で画面を構成 している。

システムの中核をなす “ECILS"の 主な

機能は次に述べる 7つ である。① リアル タイム

アンケー ト集計 :事前になんら準備することな

く,授業中にアンケー ト調査・集計ができる。

②メッセージコミュニケーション :シ ステムに

登録された学生同士や教員とメッセージの交換・

共有が簡単にできる。ここで述べるメッセージ

とは,イ ンターネット上のブログや掲示板のよ

うなシステムであり,閲覧はパスワー ドによっ

つヽでも
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教員の登録手続

ECILSシ ステム

図 2“ ECILS"の 操作と機能

て保護されている。送信単位による公開などが

選べる。③出席管理 :手間をかけずに,即時に

出欠がとれ,簡単に出席簿が作成できる。④簡

易理解度測定 (小 テス ト):授業中簡単に小テ

ストの実施ができる。⑤課題提出 :授業前の課

題提出や,授業後の質問受付ができる。⑥連絡

網 :シ ステムに登録された学生ヘー斉同報的に

連絡ができる。送信単位は,全員,グループ
,

個別ときめ細かく選択することができ,送信相

手の受診状況が把握できる。⑦メッセージ検索 :

システムに投稿されたメッセージを簡単に検索

することができ,検索結果を並び替えることも

できる。

教員や学生の操作と機能の関係を図 2に示 し

た。教員と学生はそれぞれが “ECILS"に
登録 し,授業科目毎に上記の機能が発揮できる。

「メンバーの管理」は教員の「学生情報管理」

から行うが,他の機能は学生と教員の双方から

アクセスして機能が発揮できるシステムである。

具体的な操作は,図 3の “ECILS"サ イト

マップに示したような画面から選択して行う。
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教員画面

学生画面

ログイン画面

授業情報表示・編集

授業データ管理 メンバー管理

教員情報変更

メンセ~ジ検索

アンケー ト管理

TOP画 面

新規メンバー登録 新規授業登録

パスワー ド再発行 パスワー ド変更

メッセージ投稿

メンセ~ジ検索

メールコー ド変更
メンセ~ジ削除

システム登録削除

グループ名設定

アンケー ト回答

メール送信 (連絡網)

グループ

メンバー確認

Ⅲ.システム活用の効果

あらかじめ定めたシステム管理者が教員を登

録し,登録された枚員は “ECILS"に 授業

科目や授業日時や時間等を登録する [授業の作

成]。 学生は作成された授業毎に “ECILS"
サーバに空メールを送リサーバから返信された

図 3“ ECILS"の サイ トマップ

Eメ ールのURLか らメンバー登録を行う。登録

するとパスワードとuRLが 記載されたEメ ール

が送られてくるので,こ のURLか らログインす

る。

1.携帯電話による利便性の向上

学生は自分の携帯電話を利用するため,人に

迷惑をかけることなく何時でも・何処からでも

送受信することができる。例えば,資料を広げ
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て課題をまとめた図書館や自宅の机からも送信

が可能であり,と ても便利である。また,予習

や復習をしている時やちょっとした空き時間等

が利用できる。

文字情報であるため,何回でも自分のペース

で読み直すことができる。また,消去 しない限

り送受信の履歴として残っているため,必要に

応 じて確認や共有ができる。

携帯電話でインターネットを利用 して受けた

被害の大部分が迷惑メールの受信である (総務

省,2007)。 このことが様々な犯罪に関与 して

きたことは否定できない (市川,1994)。 しか

し,コ ンピュータ通信をいじめの解消に役立た

せることも可能であり,高度情報化社会の担い

手 として教育への期待は高まっている (田 中 ,_

1996)。 また,イ ンターネッ ト通信は新 しいコ

ミュニケーション手段を提供するものとして重

要である (日 本イーラーニングコンソシアム
,

2006)。

2.学生の参画力向上

学生は,簡易理解度測定 (小 テス ト)に より

自分の理解度を知ることができる。一人ひとり

の理解度を把握 した授業が展開され,提出した

課題や質問がタイムリーにフィー ドバ ックされ

れば,学生の学習意欲の向上が期待できる。ま

た,メ ッセージを学生同士や教員と共有 したり,

授業中に調査 したアンケー ト結果がその場で確

認できることからも,学生の参画度が高 まる。

メッセージは共有の即時性や意図的に共有単

位 (全員,グループ,教員)を指定できるなど

柔軟な運用ができ,紙では実現できなかったこ

とも可能である。このメッセージをラベルワー

クのテーマとして指定すれば,学生個人の学び

のプロセス図解 (松本,2006),グ ループの図

解 (梶谷,2006)(石 橋 ,2006),ラ ベル新聞な

どを作成する元ラベルとして印刷 して活用でき

る。

3.教員の教育力向上

簡易理解度測定 (小 テス ト)に より学生個々

の理解度を把握できるため,人数の多いクラス

でも学生一人ひとりに目の行き届いた授業が展

開できる。また,学生が提出した課題や質問を

フィードバックすることにより,学生の理解度

を一層高めることができる。授業中に調査した

アンケー ト結果は,そ の場で確認 して学生の参

画度が高まる授業展開が可能である。また,メ ッ

セージを意図的に共有単位を指定 して共有する

ことで,学習意欲の向上が期待できる。

学生のメッセージや簡易理解度測定,出席管

理から,学生一人ひとりを理解し成長が確認で

きる。また,メ ッセージは授業改善 (吾郷 ,

2006)に も役立てることができる。

このように携帯電話を用いることで,今 まで

教員が行っていた膨大な入力作業がなくなる。

また,適切に管理された情報を瞬時に確認でき,

学生の状況が把握できるため,教育力の向上が

期待できる。

4.コ ミュニケーションツールとしての確実性

システムに登録 された学生への一斉同報的に

連絡が可能である。目的に応 じて送信単位を選

択するため,必要な人に必要な連絡ができる。

また,緊急連絡の送信や開封履歴確認もできる

ため,連絡漏れを防 ぐことができる。

出欠確認は点呼よりはるかに短時間で終了す

るため,授業時間が有効に活用できる。また
,

出席カー ドで求めていた授業の感想や質問にも

対応できる。そのため,授業開始時には出欠を

把握 し,授業後には質問等が確認できる。対応

が急がれる場合には,携帯電話に回答等を送信

すれば良い。そのため,学生のニーズに対応 し

た荻育が適切に展開できる。

特に,枚員が学外にいる場合 (非常勤講師な

ど)や学生が学外にいる場合 (実習など)に は

とても便利なコミュニケーションツールとなる。

講義,演習,実習のどのような授業形態におい

ても,何時でも何処でもタイムリーな対応が可

能である。

5.情報活用の広が り

“ECILS"か ら投稿 されたメッセージを

簡単に検索 し,検索結果を並び替えることもで

きる。このメッセージはEXCELの CSVフ ァイル

としてダウンロー ドすることができる。これを

EXCELや 図解 ソフ ト (図 解マスターなど)や
テキス トマイニングのソフ トで多方面からの利

用が可能になる。テキス トマイニングとは,膨

大なテキス トデータという鉱脈の中から言葉同

士にみられるパターンや規則性を探って,役に

立ちそうな知識・情報を取 り出そうとする手法
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で,人間の思索パターンをコンピュータ上の作

業として,視覚化したものである (塚本,2006)。

このように, “ECILS"で 得 られたすべて

のデータをそのまま別のソフ トヘ移行 して処理

できるので、迅速で効率的である。最近は ,

Word Miner(ワ ー ドマイナー),TeXt Mining

Sttdio,TRU割山<ト ラスティア)な どのテキス

トマイニングソフ トが利用できる。

また,学生のレスポンスをテキス トマイエン

グ的手法で分析することで,集計された数字を

ただ漫然と見たり,学生一人ひとりの反応を見

るだけではわからなかったものを可視的に把握

できる。

6.情報管理とモラルの向上

“ECILS"は 一般に言われるメーリング

リス トとは異なり,学生のメールア ドレスや電

話番号を教員や他の学生が知る必要がない。そ

のため, うっかりによる情報の流失はなく,個
人情報保護に配慮 したシステムである。閲覧は

パスワー ドによって保護されているので,セキュ

リティ上も安全である。また,学生自らシステ

ムに登録するので,教員は面倒な登録作業から

開放 される。学生はQRコ ー ドや空メール送信

などにより,面倒な入力作業 を低減 している。

このようなことからも,学生の登録管理が容易

である。

メッセージを投稿 したり閲覧 して共有するた

め,学生は一つひとつの行為を意識 して操作す

ることが求められる。このことは,情報に関す

るモラルを教育する機会ともなり,学生のモラ

ルは向上する。

このシステムは特別なハー ドウエアを一切使

用 しないため,簡単に導入できる。

Ⅳ。お わ り に

看護教育において,株式会社エネックスが開

発した携帯電話を利用した参画支援ソフトウェ

ア “ECILS"を 活用するシステムを試案し

た。

“ECILS"を うまく活用することで,学
生の学習意欲の向上が期待でき,参画力が身に

付くことが推察される。携帯電話による利便性

から情報管理や情報活用の広がりがあり,教員

・阪本  功・飯塚 雄―・金築 利博
滋行・松尾 俊亮 。赤木  豊

の授業支援と教育力向上に寄与するシステムで

もある。

今後は,こ のシステムを活用 し,適切に評価

をしていきたい。
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